
— 1 —

商業教育資料 No.90通巻378号

も　く　じ

商業高校におけるキャリア教育の現状と課題   1

高校生　東北商店街   5

東日本大震災を振り返って   9

普通科における商業教育の取り組み   11

探究型学習による新しい商業教育   15

電子商取引の基礎知識   19

商業高校におけるキャリア教育の現状と課題

東京都立芝商業高等学校長

本多　吉則

１．キャリア教育の現状

　商業高校はその立地によって，また学校の歴史に
よって抱える課題が様々であり，一括しては語りき
れない要素が多い。従って，ここではまず私の勤務
校である都立芝商業高校について語ることから始め
させていただきたい。
　卒業後の進路としては，ここ数年は就職者の割合
が 50％を下回っている。進路指導部を中心とした
指導と立地の良さから，これまでは就職希望者全員
が内定を得ている。しかし，今後これが継続される
かは予断を許さない状況である。大学進学者の過半
数が，指定校推薦や資格を活用した何らかの推薦に
よるものであることは変化がない。
　入学する生徒が多様化するに伴い，商業科目とは
あまり関連を持たない進路先が増えてきている。例
えば，理容・美容・調理・保育・福祉等の実技系専
門学校への進学である。商業を広くサービスと捉え
ると，こうした進路も商業高校からの進路先の範疇
として考えられるが，専門教育・職業教育としての
商業科目がこうした進路を希望する生徒の役に立っ
ているか再考する必要がある。
　これまでと同様，就職するために本校に入学した

という核となる生徒が本校の校風を代々受け継ぎ発
展させていくことは間違いない。しかし，取り立て
て目的がなく商業高校へ入学している生徒が少なか
らず存在しているのが現状の大きな特徴である。
　本校では，学校経営計画に示しているとおり以下
の学校を目指して教育活動を行っている。
　「商業教育を核とした教育活動を通し，人権尊重
の精神や個性と創造力の伸張など，東京都教育委員
会の基本方針に基づき　①民主的で平和な社会の実
現に貢献すること　②自主・自立・協調の精神と豊
かな情操を身につけることをもって社会の構成員と
なることに喜びを感じ，社会人（ビジネスマン・ウ
ーマン）としての必須のマナーを身につけた生徒を
育成する」
　従って，進路選択に際して就職を選ぶにせよ進学
を選ぶにせよ，社会のよき構成員となる人材を育成
することを目標にしている。そのためには，社会的
マナーを身に付けることは必須と考えている。
　この目標達成のため，三年間の進路指導を次の二
点を重点に本校独自の進路カードを活用しながら実
施している。
　①学習習慣を定着させ，基礎学力を身に付ける。
資格取得にきちんと取り組む（特に基礎としての漢
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字能力，文章読解能力，英単語力の継続的な学習を
進める）。
②高校生活を充実させ，自分の進路のための学習を
計画的に実施し，実現させる。
　進路指導に関連して，多くの商業高校で実施され
ているものばかりで，目新しさはほとんどないが，
本校で実施している主なものを示すと右表のように
なる。
　本校では進路選択にあたって，「進路の手引き」
において次のような言葉を生徒におくっている。
　「進路を考えるとき第一に考えてほしいことは，
いかに自分の人生を豊かに送るか，自分はどういう
人間になりたいか，自分に適している職業とは何か
…ということです。（略）
　自分の人生を真剣に考えてみることが大切です。
目先（収入が良いから，楽だから，仕事をしたくな
いから等）の本質的ではない動機で進路を考えない
で下さい。自己実現の手段として，自分の人生につ
いて，冷静にそして真剣に考えることから始めまし
ょう。
　就職でも進学でも，進路は多種多様であり，自分
に適した進路を決めることは決して簡単ではありま
せんが，より良い道を探求するために，具体的に次
のことを考えてみましょう。
　（１）自己理解（２）資料収集（３）客観的判断
　以上のことをよく考え，最終的には自分の意思と
責任のもとに決定してください。（略）」
　高校卒業時の進路選択は，人生において計り知れ
ない重要性を持っている。

２．現状における課題

（１）生徒の意識の変化
　商業高校では商業を中心とする専門科目において
職業教育を行っている。従って，進路に関しても就
職に力点が置かれていることは事実である。しかし，
近年，多くの商業高校では，大学等への進学者が増
大しており，就職率は，近年増加傾向にあるが，以
前から 50％は下回っている。
　とはいえ，大学等への進学率が増大していること
は商業高校の存立を危うくする課題ではない。当然，
学んだ専門科目をさらに深く学びたいという生徒が
いることは嬉しい限りである。特に，公認会計士や
税理士等の資格取得をしたい，マーケティング，情
報などをより専門的に学びたいという意欲的な生徒
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は多く存在している。
　しかし，「卒業後，すぐに就職したくない。」「自
分のしたい事が分からない。」「周囲がほとんど進学
するので，取り残されたくない。」「就職希望者に対
しては生活指導等が厳しい。」などの理由で進学を
選択する生徒も少なからず存在する。この層の増大
は，大きな課題である。
　社会と保護者の意識の変化ははっきりと感じられ
る。大学へ行かないとより良い職業に就けないとい
う思い込みがある。

（２）基礎学力の低下
　商業高校に，目的意識なく入学してくる生徒が増
えてきている。先に意識の変化でも述べたが大学進
学率が高くなり，職業に関する専門高校の人気がな
くなってきている。もちろん，魅力ある学校づくり
は当然の責務である。人気がないということは魅力
を感じられなくなっていると同義であるとの認識を
持たなくてはならない。日夜，魅力ある学校づくり
に邁進しなければならない。
　しかし，商業高校への志願者が減少しているとい
うことも厳然たる事実である。このため，入学を希
望すれば入学できるという現状から，入学生の基礎
学力が低下してきている。

（３）学習についての課題
　現実に社会で行われている事を教えていないので
はという疑問がある。これは，商業に関する専門科
目についてのことなのであるが，各商業科目は実学
を標榜している。取引を記帳し，会計処理を学習す
る「簿記」・「会計」や商業科目の集大成である「総
合実践」などが代表的ではある。しかし，「簿記」・

「会計」では教えていることは資格取得には役立つ
が，実際の企業活動では役に立たないと言われるこ
とが多い。また，「総合実践」では，旧態依然とし
た隔地間の企業取引が行われていることが多い。ま
た，プレゼンテーション能力を高める努力をしてい
るとは言い難い。つまり，教授している科目と現実
との遊離が大きくなっており，もはや，実学とはい
えないという問題がある。
　また，資格取得とはいっても医師や建築士などの
国家資格とは違い，資格取得していなくともその分
野の職業に従事することは可能である。さらに言え
ば，資格を取得しているからといってその分野の職
業に従事できるとは限らないのである。資格取得す
るための努力，取得した達成感は確かに重要である

が，その限界を認識して指導することが重要である。

３．課題の克服に向けて

（１）インターンシップ
　インターンシップに関しては，本校ではこれまで
も，２学年後半と３学年１学期で実施してきた。し
かし，課題は就職希望の中からの希望者が対象であ
ったことである。また，実施時期が２学年の後半以
降ということでやや遅いという問題も指摘されてい
た。また，見学会も実施しているが，会社・官庁の
表面的なものだけを体験する活動に陥りがちである。
　このため，１学年全員に対して 12 月に特別活動
の一環としてインターンシップを実施している。１
学年は 210 名である。これに対して東京 2,350 地区
ロータリークラブの全面的なご協力で，約 85 社か
ら 260 名ほどの受入れを申し出ていただいている。
様々な業種・所在地の企業が含まれており感謝に堪
えない。今年度の実施時期は受入企業との摺り合わ
せの結果 12 月上旬に決定している。
　今年度は，１学年にとどまらず２学年の就職希望
者を対象にインターンシップ参加を募ったところ
100 名近い生徒から希望があった。ロータリークラ
ブのご協力と本校で開拓した企業のご協力で実施の
予定である。
　この試みは，保護者の 90％以上，生徒の 85％以
上から強く支持されている。成果をより確かなもの
にするためには事前・事後学習が重要である。

（２）ジョブシャドウ
　ジョブシャドウは，近年キャリア教育の一つとし
て広まりつつある。生徒一人が，企業の社員一人に
シャドウ（影）のようについてまわり，社員が仕事
をする姿を通して会議の熱気や緊張感を感じ，仕事
の厳しさを肌身で体験する試みである。「仕事に打
ち込む人の姿」を身近で観察して，将来の職業選択
に役だてようという目的で行われる。
　本校では，毎年１学年希望者 20 数名を対象に夏
期休業中に実施している。三菱 UFJ フィナンシャ
ルグループ全体で受け入れていただいている。将来，
職業を選ぶ際に多くの選択肢があることや，希望の
職業に就くためにはどのようなスキルを習得すれば
よいのかを学ぶことができ，好評である。
　ここで，参加した生徒の代表的な感想を紹介させ
ていただく。
　「（略）人がしている仕事を見るのではなく，仕事
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をしている人を見るというコンセプトを（略）教え
ていただきました。私が社員の方を見ていて気付い
たことが二つあります。一つ目は社員と社員の接触
が多いことです。（略）私にとって社員の皆さんが
実際に働いている姿を見るのは初めてだったので本
当によい経験をさせていただいて感謝の気持ちでい
っぱいです。二つ目は，お客様に対する応対がとて
も良かったことです。（略）社員の方を間近で色々
なことを学ばせていただいたおかげで自分の将来の
職業選択に役立ちます。」

（３）朝学習
　基礎的学力を身に付けさせる一つの方法として，
１・２学年が朝 15 分の学習を継続的に行っている。
これまでも，３学年１学期には朝全員が SPI を学
習し，週２回確認テストを実施している。これに加
えて１・２学年全員が朝学習を行うこととした。近
い将来全学年がこれに取り組める校内体制を整えた
いと考えている。
　これは，近年，本校に入学してくる生徒の学力が
相対的に低下しているという指摘がある。これに加
え，就職等に臨んだ際に適性検査と同時に基礎学力
検査が実施される場合が多くなり，所定の成績を収
められない生徒の割合が高くなったためである。商
業科目以外の普通科目について学習を続けている。
　生徒にとっては所与になり，遅刻が激減した。遅
刻をなくすということが目的ではなかったが，思わ
ぬ好結果を生んでいる。また，学校は学習する場で
あるという当然のことが朝から認識されている。今
後，単位化への検討を行っている。
　この学力向上の取り組みについては，朝学習の他，
7 時間授業，土曜授業など学校の実態に合わせた工
夫が不可欠である。つまり，朝学習が最も効果があ
る取組みという訳ではない。今後更なる検討が必要
である。

４．今後のあり方について

（１）生活指導
　これまでも，社会的マナーを身に付けることは必
須と考え生活指導を行ってきた。これを継続し，

「時間を守り，身だしなみを整え，あいさつを行
う」ことが，当然のこととされるように指導してい
きたい。
　商業高校の卒業生に限ったことではないが，「あ
いさつはするが，その次の言葉がほとんど出てこな

い。」ということを企業の採用担当者から言われる
ことがある。つまり，時候や天候に関する短いあい
さつは淀みなく出来るが，その場の状況に応じた適
切なその次の言葉がスムーズに出てこないというこ
とである。これはどこに問題があるだろうか。これ
は，先にも述べたことであるが商業高校卒業生に限
ったことではない。日本人全体にとって不得意とさ
れている点でもある。やはり，会話，コミュニケー
ションが同年代や仲間内だけで行われ，大人とは会
話の機会がほとんどない事が大きな原因であろう。
　これは，キャリア教育・職業教育以前の問題では
あるが，克服しなければならない重要な課題である。
社会全体でマニュアル人間を育成しているのかもし
れない。私達に求められていることは，平均の人間
を育成するのではなく，社会をリードする人間を育
成していくことにある。この観点からも，しっかり
とした，適切な生活指導は商業高校の生命線である。

（２）教育課程
　商業高校は実学を標榜している。この実学とは職
業教育のことである。キャリア教育の視点だけでは
なく，専門的な知識，技能，能力や態度を育成し，
職業に円滑に移行する準備や自己の将来の可能性を
広げていくことができる職業教育の充実を図ること
が重要である。このため実社会で行われているこ
と・期待されていることと遊離してしまっては，そ
の意味をなさない。
　具体的に考えれば，商業高校では従前より簿記会
計教育に力を入れている。この結果，資格取得に力
点が置かれてきた。そのため，財務諸表を作成する
力はある程度身についてはいるが，財務諸表を読む
力が身についているとは言い難い。もちろん基礎は
大切ではあるが，生徒の将来に役立つという観点を
忘れてはならない。
　さらには「各教科・科目においていわゆる座学と
実験・実習の有機的な連携を図り，基礎的・基本的
な知識・技能の一層の定着を図るとともに，『課題
研究』等の実践を通して，問題解決能力，自発的・
創造的な学習態度の育成の充実に努めることが必
要」（「キャリア教育・職業教育特別部会」の第２次
審議経過報告より）である。しかし，これが言うが
易く，成果を上げるのが困難な課題ではある。
　しかし，地域から期待される生徒を送り出し，生
徒 ･ 保護者の希望を叶える指導を広く続けていかな
ければならない。
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